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「おかやま黒豚」種子豚の生涯繁殖成績及び淘汰の状況
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要 約

岡山県農林水産センター畜産研究所で飼養しているバークシャー種繁殖豚から生産され、

平成23～25年度に繁殖に供用した繁殖用育成豚（以下 種子豚）の廃用状況、総産子数、生存

産子数、離乳頭数、初回種付け月齢、1産目以降の分娩間隔の成績を調査した。

１ 平成23～25年度に繁殖に供用された母豚の内、5産以上まで供用されるたのは70%だった。

２ 廃用理由は、初産では死亡と繁殖障害、経産では繁殖障害や低能力による更新が多かった

３ 平成23年度と比較して平成24、25年度は産子数、離乳頭数が減少する傾向にあった。

４ 分娩間隔は、平成23年度から平成25年度にかけて短縮する傾向にあった。
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緒 言

岡山県農林水産総合センター畜産研究所では、

優良な繁殖豚を飼養しながら、増殖及び改良を行

い、繁殖用育成豚(以下 種子豚)を養豚農家へ供給

することにより養豚振興を図っている。今回は、

バークシャー種繁殖豚から生産された種子豚の繁

殖成績を調査した。

材料及び方法

１ 実施期間

平成23年４月１日から平成25年３月31日までに、

県内農場に譲渡又は畜産研究所で母豚として保留

した種子豚の内、成績が明らかな種子豚雌87頭を

調査した。

２ 調査項目及び方法

調査項目は、種子豚の廃用状況、総産子数、生

存産子数、離乳頭数、初回種付け年月日及び２産

以降の分娩間隔とした。

表１ 調査項目及び方法

項 目 方 法

廃用状況 廃用時の産次及び廃用原因

総産子数 ５産以上分娩した種子豚の死産を含めた産子数

生存産子数 ５産以上分娩した種子豚の生存していた子豚の数

離乳頭数 ５産以上分娩した種子豚の離乳頭数

種付け月齢 初回に種付を実施した月齢

分娩間隔 ５産以上分娩した種子豚の平均分娩間隔

調査成績

１ 調査頭数

調査頭数は、平成23年度に繁殖に供用した27頭、

平成24年度24頭及び平成25年度の33頭であった。

２ 年度別廃用頭数

繁殖に供用したうち、５産以上稼働したのは供

用した豚の70%だった。

廃用される産次の中で、１産以下での廃用は多

く、年々増加傾向にあった。(表２)

岡山農総セ畜研報６： 75～77 (2016)



岡山県農林水産総合センター畜産研究所研究報告 第６号

表２ 年度別の廃用頭数

調査頭数 0産 １産 2産 3産 4産 5産以上

Ｈ23 27 3(11%) 5(19%) 19（70％）

Ｈ24 24 1（4%） 3(13%) 1（4%） 3(13％) 16（70％）

Ｈ25 36 7(21%) 1(3%) 2（6%） 23（70％）

表３ Ｈ23～25における産次ごとの廃用理由

死亡（難産等含む） 繁殖障害 低能力による更新 肢蹄障害

０産 １

１産 ７ ４ ２

２産 １

３産 ２ ２ ４

４産 ２ １

表４ 初産死亡豚の分娩～死亡日の日数 表５ 経産死亡豚の分娩～死亡日の日数

分娩後日数（日） 死亡頭数（頭） 分娩後日数（日） 死亡頭数（頭）

０～ ３ ５ ０～10 ０

４～ 10 ２ 10～20 ２

廃用原因は、初産では難産等による死亡が最も

多く、３産以降では繁殖障害や低能力による更新

が多かった(表３)。

死亡した豚の分娩から死亡までの経過日数は

初産後に死亡した豚がすべて10日以内だったのに

対して、経産では離乳前後が多かった(表４、５）。

３ 繁殖成績

（１）総産子数、生存産子数、離乳頭数

平成23年度から平成25年度にかけて供用された

うち５産以上分娩した種子豚の産子数、生存産子

数及び離乳頭数を調査した。調査頭数は平成23年

度が19頭、平成24年度が16頭、平成25年度が23頭

だった(表６)。

平成23、24、25年度の総産子数は9.2±1.4頭、

8.3±1.4頭、8.3±1.7頭、生存産子数は8.1±1.3

頭、7.6±0.8頭、7.6±1.4頭、離乳頭数は7.6±1.

3頭、7.2±0.8頭、7.1±1.3頭だった。

総産子数、生存産子数は、平成24,25年度は平成

23年度と比較して成績は低下しており、離乳頭数

も平成23年度から平成25年度まで減少傾向にあっ

た。

（２）初産種付け月齢と1産次以降の分娩間隔

５産以上分娩している種子豚の初産種付け月齢

は平成23年度から平成25年度にかけて長くなる傾

向があり、１産次以降の分娩間隔は平成23年度か

ら平成25年度にかけて短縮する傾向があった(表７、

８)。

表６ 年度別の繁殖成績（５産以上豚のみ）

調査頭数 総産子数（頭） 生存産子数（頭） 離乳頭数（頭）

H23 19 9.2±1.4 8.1±1.3 7.6±1.3

H24 16 8.3±1.4 7.6±0.8 7.2±0.8

H25 23 8.3±1.7 7.6±1.4 7.1±1.3

＊平均値±標準偏差

表７ 初産種付け月齢と１産以降の分娩間隔（５産以上豚のみ）

調査頭数 初産種付け月齢（月）

Ｈ23 24 8.4±0.5

Ｈ24 27 9.5±1.0

Ｈ25 33 10.0±2.0

＊平均値±標準偏差
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表８ 初産分娩後の分娩間隔（５産以上豚のみ）

調査頭数 １産目以降の分娩間隔（日）

Ｈ２３ １９ 159.4

Ｈ２４ １６ 152.2

Ｈ２５ ２３ 151.7

＊平均値±標準偏差

考 察

平成23年度から平成25年度にかけて繁殖に供用

された種子豚84頭について廃用状況、繁殖成績を

調査した。廃用状況については、供用されたうち

70%が５産以上分娩する一方で、１産以下廃用され

る割合が増加する傾向にあった。

母豚の生存率に関しては、初産開始時に100％、

２産、３産、４産、５産の開始時にはそれぞれ93

％、87％、81％、71％だったという報告がある１）。

今回の調査で５産以上の割合は一致したが、１産

で淘汰された割合は高かった。1産で淘汰される原

因として、死亡、繁殖障害が多く、繁殖雌豚が死

亡する生産ステージとして、分娩後に交配されず

に死亡した雌豚の割合が最も多いと報告されてい

る２）が、今回の調査でも、若齢豚では分娩後に集

中していた。原因として難産、体調不良等による

感染症等も考えられるが、剖検等による原因究明

も必要である。繁殖障害は、１産次では３産次と

比較して著しく高いという報告があるが３）、今回

の調査の廃用原因として２番目に多かった。死亡、

繁殖障害の原因としては候補豚の初産分娩時の体

重4）や馴致の失敗による体調不良5）等考えられるの

で、今後は候補豚の管理や育成方法も検討してい

く必要がある。

５産以上分娩した種子豚について、分娩間隔は

年々短縮し、生産頭数は減少する傾向にあった。

バークシャー種母豚の繁殖成績は、垂水ら6）が、

3,349頭で調査を行い、総産子数、生存産子数、離

乳頭数はそれぞれ8.1±2.3頭、7.4±2.1頭、7.3±

1.8頭だったと報告している。今回のうち平成25年

度の調査では、8.3±1.7頭、7.6±1.4頭,7.1±1.

3頭だったものの、平成23年度から低下傾向にある

ため、原因を究明する必要がある。

今回の調査で分娩間隔は短縮する傾向にあった

が、初産種付け月齢は遅れる傾向があった。初産

種付けの月齢が遅れた場合、初回発情から数えて

３～５回以上の発情で交配してしまい、微弱発情

等を招くことがあるため７）、注意が必要である。

種子豚の繁殖成績を改善し、養豚農家の生産性

を向上するため、今後も種子豚の成績を調査し、

問題点を抽出することを継続する。
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